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1.  平成24年3月期第2四半期の業績（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第2四半期 4,006 0.8 43 ― 22 ― △24 ―

23年3月期第2四半期 3,974 △2.9 3 △94.8 △43 ― △29 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第2四半期 △2,803.78 ―

23年3月期第2四半期 △3,359.48 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第2四半期 6,651 444 6.7
23年3月期 6,654 475 7.1

（参考） 自己資本   24年3月期第2四半期  444百万円 23年3月期  475百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 500.00 500.00
24年3月期 ― 0.00

24年3月期（予想） ― 500.00 500.00

3.  平成24年3月期の業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,362 0.6 156 57.9 88 874.9 39 255.5 4,446.28



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期2Q 8,916 株 23年3月期 8,916 株

② 期末自己株式数 24年3月期2Q ― 株 23年3月期 ― 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期2Q 8,916 株 23年3月期2Q 8,916 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実
際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、【添
付資料】３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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(1) 経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興が進むなか、原発事故に伴う風評被害によ

る消費低迷や円高の長期化が懸念されており、景気の先行きは不透明な状況となっております。  

 当社の事業基盤としております北海道・東北地区におきましては、震災からの復旧・復興が着実に進んでおります

が、消費者の低価格・節約志向の継続や同業他社との競争の激化等、引続き厳しい経営環境が続いております。 

このような経済状況のもと、当社は営業店舗の商品・サービスの充実とフランチャイザー事業展開の２極化を進め

てまいりました。 

店舗展開におきましては、１店舗の閉店、１店舗の改装、１店舗の業態変更、３店舗の新規出店、１店舗を営業譲

受により出店いたしました。これにより、当第２四半期累計期間末現在、 業態 店舗となりました。また、当社

がフランチャイザーとして事業展開しております「ＢＯＯＫ・ＮＥＴ・ＯＮＥ」の加盟店を２店舗出店したことによ

り、加盟店舗数が 店舗となりました。 

以上の結果、当第２四半期累計期間末の業績は、売上高 百万円（前年同四半期比 ％増）となり、売上原価

及び販売管理費等のコスト削減に努めた結果、営業利益 百万円（同 ％増）、経常利益 百万円（前年同四

半期、経常損失 百万円）となりました。また、特別損失に店舗閉鎖損失 百万円等を計上したことにより、四半期

純損失 百万円（前年同四半期、四半期純損失 百万円）となりました。  

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

なお、前第３四半期累計期間より、報告セグメントとして記載する事業セグメントを変更しており、当第２四半期

累計期間の前年同四半期との比較及び分析は、現事業セグメントへの変更の影響を含めて記載しております。 

① 飲食部門 

当第２四半期累計期間における飲食部門におきましては、フランチャイジー事業は本部主導の販売促進活動及

び新商品の投入を、オリジナルブランド事業は食材の安心・安全・安定供給にこだわり、品質の向上を行ってま

いりました。 

飲食部門の店舗展開におきましては、フランチャイジー事業２店舗の新規出店、１店舗を業態変更した結果、

当第２四半期累計期間末の店舗数は 店舗となりました。 

この結果、飲食部門の当第２四半期累計期間の売上高は 百万円（前年同四半期比 ％増）、セグメント

利益 百万円（前年同四半期、セグメント損失 百万円）となりました。  

② 物販部門  

当第２四半期累計期間における物販部門におきましては、フランチャイジー事業は本部主導の販売促進活動や

購買意欲を刺激する商品陳列を、オリジナルブランド事業はインターネット販売に注力し、営業店舗以外の販売

強化を行ってまいりました。 

物販部門の店舗展開におきましては、オリジナルブランド事業１店舗の新規出店、１店舗の営業譲受による出

店、１店舗を閉店した結果、当第２四半期累計期間末の店舗数は 店舗となりました。 

この結果、物販部門の当第２四半期累計期間の売上高は 百万円（前年同四半期比 ％減）、セグメント

利益 百万円（同 ％減）となりました。  

  

(2) 財政状態に関する定性的情報 

(資産) 

当第２四半期会計期間末における流動資産は 百万円となり、前事業年度末に比べ 百万円増加いたしまし

た。これは主に売掛金が 百万円増加したことによるものであります。固定資産は 百万円となり、前事業年

度末に比べ 百万円減少いたしました。これは主に投資その他の資産が 百万円減少したことによるものでありま

す。 

この結果、総資産は、 百万円となり、前事業年度末に比べ 百万円減少いたしました。  

(負債) 

当第２四半期会計期間末における流動負債は 百万円となり、前事業年度末に比べ 百万円減少いたしまし

た。これは主に短期借入金が 百万円減少したことによるものであります。固定負債は 百万円となり、前事

業年度末に比べ 百万円増加いたしました。これは主に社債が 百万円増加したことによるものであります。  

この結果、負債合計は、 百万円となり、前事業年度末に比べ 百万円増加いたしました。  

(純資産)  

当第２四半期会計期間末における純資産合計は 百万円となり、前事業年度末に比べ 百万円減少いたしまし

た。これは主に利益剰余金が 百万円減少したことによるものであります。  

この結果、自己資本比率は ％（前事業年度末は ％）となりました。  

１．当四半期決算に関する定性的情報
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(3) 業績予想に関する定性的情報 

平成24年３月期業績予想につきましては、平成23年５月13日の「平成23年３月期 決算短信」で公表いたしました

通期の業績予想から変更はありません。 

なお、本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。  

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。  

該当事項はありません。  

２．サマリー情報（その他）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要

- 3 -



４．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成23年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,064,839 1,020,704

売掛金 227,642 360,745

商品及び製品 610,817 591,681

原材料及び貯蔵品 37,925 39,673

その他 230,399 233,247

流動資産合計 2,171,623 2,246,052

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 1,844,454 1,813,188

工具、器具及び備品（純額） 477,849 477,293

土地 573,649 573,649

その他（純額） 63,697 69,886

有形固定資産合計 2,959,651 2,934,017

無形固定資産 162,831 157,457

投資その他の資産   

投資有価証券 250,933 250,377

長期前払費用 112,874 91,873

敷金及び保証金 915,652 906,716

その他 105,186 89,031

貸倒引当金 △25,000 △25,000

投資その他の資産合計 1,359,647 1,312,998

固定資産合計 4,482,130 4,404,473

繰延資産 334 1,035

資産合計 6,654,087 6,651,562

負債の部   

流動負債   

買掛金 330,899 280,014

短期借入金 442,000 334,000

1年内返済予定の長期借入金 1,596,101 1,575,515

1年内償還予定の社債 70,000 40,000

未払法人税等 16,149 10,993

その他 332,705 428,737

流動負債合計 2,787,856 2,669,261

固定負債   

社債 － 80,000

長期借入金 3,181,927 3,227,263

退職給付引当金 28,654 31,331

資産除去債務 999 1,009

その他 179,399 198,017

固定負債合計 3,390,980 3,537,622

負債合計 6,178,836 6,206,883
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（単位：千円）

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成23年９月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 388,153 388,153

資本剰余金 47,702 47,702

利益剰余金 29,403 △53

株主資本合計 465,258 435,802

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 9,992 8,875

評価・換算差額等合計 9,992 8,875

純資産合計 475,251 444,678

負債純資産合計 6,654,087 6,651,562
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（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

売上高 3,974,745 4,006,826

売上原価 1,662,889 1,658,933

売上総利益 2,311,855 2,347,892

販売費及び一般管理費 2,308,327 2,304,808

営業利益 3,527 43,083

営業外収益   

受取利息 2,298 1,355

受取配当金 4,756 3,194

不動産賃貸料 48,217 53,895

受取保険金 4,328 12,464

その他 3,068 15,306

営業外収益合計 62,670 86,217

営業外費用   

支払利息 67,623 65,566

不動産賃貸原価 32,899 35,877

その他 9,480 5,268

営業外費用合計 110,003 106,713

経常利益又は経常損失（△） △43,805 22,588

特別利益   

固定資産受贈益 22,777 －

貸倒引当金戻入額 100 －

特別利益合計 22,877 －

特別損失   

固定資産除却損 － 9

固定資産売却損 － 2,470

店舗閉鎖損失 2,132 35,856

災害による損失 － 4,023

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 1,381 －

特別損失合計 3,513 42,361

税引前四半期純損失（△） △24,440 △19,773

法人税、住民税及び事業税 5,512 5,225

法人税等合計 5,512 5,225

四半期純損失（△） △29,953 △24,998
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純損失（△） △24,440 △19,773

減価償却費 245,536 231,646

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 1,381 －

災害損失 － 4,023

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,002 2,676

貸倒引当金の増減額（△は減少） △100 －

受取利息及び受取配当金 △7,055 △4,550

支払利息 67,623 65,566

社債発行費償却 339 308

固定資産受贈益 △22,777 －

有形固定資産除売却損益（△は益） 2,089 40,735

売上債権の増減額（△は増加） 12,274 △133,103

たな卸資産の増減額（△は増加） △11,262 17,366

その他の流動資産の増減額（△は増加） △2,123 △6,302

仕入債務の増減額（△は減少） △6,650 △46,874

未払消費税等の増減額（△は減少） △8,411 △1,465

その他の流動負債の増減額（△は減少） 12,008 81,497

預り保証金の増減額（△は減少） △10,563 △4,055

小計 249,870 227,695

利息及び配当金の受取額 7,055 4,550

利息の支払額 △70,694 △69,783

法人税等の支払額 △10,324 △10,161

営業活動によるキャッシュ・フロー 175,906 152,300

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △116,563 △62,004

定期預金の払戻による収入 86,000 －

投資有価証券の取得による支出 △1,347 △1,318

有形固定資産の取得による支出 △158,383 △178,656

有形固定資産の売却による収入 243 800

短期貸付金の増減額（△は増加） 618 △3,769

長期貸付金の回収による収入 8,865 16,156

敷金及び保証金の回収による収入 36,535 23,836

資産除去債務の履行による支出 △850 －

その他 △28,420 △11,582

投資活動によるキャッシュ・フロー △173,299 △216,538

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の増減額（△は減少） 74,000 △108,000

長期借入れによる収入 1,150,000 885,000

長期借入金の返済による支出 △952,186 △860,249

社債の発行による収入 － 98,990

社債の償還による支出 △50,000 △50,000

リース債務の返済による支出 △1,393 △3,591

配当金の支払額 △4,458 △4,051

財務活動によるキャッシュ・フロー 215,962 △41,901

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 218,569 △106,139

現金及び現金同等物の期首残高 99,934 309,155

現金及び現金同等物の四半期末残高 318,503 203,016
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該当事項はありません。  

該当事項はありません。  

該当事項はありません。  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象
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